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　天理高等学校のセンターパスにより第１Ｑが開始された。　丹生高等学校＃９吉田＃２佐々木、天理高等学校＃６
大畑＃９鈴木を中心に両者、力強いストロークとスピードあるドリブルで攻撃、目まぐるしい試合運びとなる。１０分、
丹生高等学校がPCを獲得し、＃７重山の強烈なフッリクシュートにより先制。その後も丹生高等学校の攻撃は続く
も、天理高等学校の好守により追加点には至らない。そのまま一進一退の攻防が続き１－０で第１Ｑが終了。
　第２Ｑ、丹生高等学校はPCを獲得するも、得点には至らない。そのまま天理高等学校がカウンターを仕掛け＃１０
稲村がゴール前に流れてきたボールを確実に決め、試合を振り出しに戻す。そのまま１－１で前半戦が終了。
　福井県立丹生高等学校のセンターパスにより第３Ｑが開始された。３５分、丹生高等学校がPCを獲得するも、天理
高等学校ＧＫ片本の好守により阻止。対する天理高等学校に立て続けにグリーンカードが与えられ、数的不利な時
間帯が続くが積極的に攻撃するも丹生高等学校の堅い守備を崩すことができず。４５分、丹生高等学校＃７重山がこ
ぼれたボールを押し込み２－１で第３Ｑが終了。
　第４Ｑ、１点リードしている丹生高等学校は果敢に相手陣内に攻め込む。追いつきたい天理高等学校も４９分ＰＣを
獲得し得点のチャンスを得るが惜しくもシュートが決まらない。天理高等学校は＃４伊藤がゴール前に浮いてきた
ボールに反応し、上手くタッチするも枠をとらえることができず。終了間際、丹生高等学校＃９吉田が鮮やかなドリブ
ルで突破、角度あるところからリバースシュートを放ち確実に決め、３－１で丹生高等学校が勝利し、明日の決勝戦
へと駒を進めた。

佐野　洸羽樹

【戦評】

20 15 谷　航成 ✓ 15

奥野　元希

16 14 寺坂　和輝 ✓ 14 中井　一希

✓ 13 山口　晴矢 ✓ 13

西岡　勇真

12 河合　浩成 10 12 浅尾　拓飛

✓ 11 高島　一将 ✓ 11

鈴木　舞白

✓ 10 長谷川　龍我 ✓ 10 稲村　光星

✓ 9 吉田　登以 ✓ 9

✓ 8 牛若　祥太 13 8 中川　樹

✓ 7 重山　大雅 (C) 10 7

(C)

✓ 6 花山　晶太 ✓ 6 大畑　友吾

小田　秀哉

16 5 芝田　悠揮 ✓ 5 藤原　優斗

✓ 4 野村　健大郎 ✓ 4

✓ 3 藤井　芯 24 3 曽根　友之輔

伊藤　稜峨

片本　慶輝 (GK)

✓ 2 佐々木　翔吾 ✓ 2 東　翔夢

✓ 1 酒井　健志 (GK) ✓ 1
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1 1 40 14
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福井県立丹生高等学校
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福井県 4Q 奈良県

チーム名 合 計 チーム名

試合番号 試合日 試合時間 プール／回戦 会　場

25 8月2日 （火） 12:50 男子 準決勝 阿南光高校ホッケー場人工芝

男子第85回・女子第64回 全国高等学校ホッケー選手権大会

　2022年7月30日（土）～  8月3日（水）　

公　式　試　合　記　録【戦評】
公益社団法人

日本ホッケー協会


